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し ま な ま も



安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

は、古
ふる

くから豊
ゆた

かな地
ち

下
か

水
すい

・湧
ゆう

水
すい

に恵
めぐ

まれ、地
ち

域
いき

の飲
いん

料
りょう

水
すい

、養
よう

魚
ぎょ

、農
のう

業
ぎょう

、わさび栽
さい

培
ばい

、工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

として地域
ち い き

の暮
く

らし欠
か

かせない役
やく

割
わり

を担
にな

ってきました。また、自
し

然
ぜん

・風
ふう

土
ど

・文
ぶん

化
か

を 育
はぐく

むほか、北
きた

アルプスの雄大
ゆうだい

な

山
やま

並
なみ

と清
きよ

らかな水
みず

の流
なが

れが織
お

りなす風
ふう

景
けい

は、多
おお

くの人
ひと

々
びと

の 心
こころ

をひきつけて

います。 

しかし、この豊
ほう

富
ふ

な地
ち

下
か

水
すい

・湧
ゆう

水
すい

にも大
おお

きな変
へん

化
か

が起
お

き始
はじ

めています。農
のう

地
ち

の宅
たく

地
ち

化
か

、道
どう

路
ろ

舗
ほ

装
そう

の増
ぞう

加
か

、飲
いん

料
りょう

用
よう

水
すい

や工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

として地
ち

下
か

水
すい

を利
り

用
よう

する

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の増
ぞう

加
か

などは安
あ

曇
づみ

野
の

の水
みず

環
かん

境
きょう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えています。また、さら

に近
きん

年
ねん

では気
き

候
こう

変
へん

動
どう

の影
えい

響
きょう

により水
すい

害
がい

の危
き

険
けん

性
せい

も高
たか

まっています。 

これからも、きれいで豊
ゆた

かな水
みず

を使
つか

い続
つづ

けられるよう、みんなで地
ち

下
か

水
すい

や

湧
ゆう

水
すい

について 考
かんが

えてみましょう。 
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地
ち

球
きゅう

上
じょう

には、約
やく

14億
おく

km3 の水
みず

があるといわれています。そのうち約
やく

97％が海
かい

水
すい

で、残
のこ

りの約
やく

3％が淡
たん

水
すい

です。この淡
たん

水
すい

のほとんどは南
なん

極
きょく

や北
ほっ

極
きょく

の 氷
こおり

であるため、すぐに使
つか

うことはできません。 私
わたし

たちの身
み

のまわり

にあって、飲
の

み水
みず

などとして使
つか

うことができる水
みず

は、地
ち

下
か

水
すい

を含
ふく

めても地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

のうちわずか 0.76%です。 

私
わたし

たちが毎
まい

日
にち

使
つか

っている水
みず

は、「限
かぎ

りある資
し

源
げん

」なのです。 

私
わたし

たちの 体
からだ

の細
さい

胞
ぼう

はほとんどが水
みず

ででき

ています。 

大人
お と な

では体
たい

重
じゅう

の約
やく

55～60％、子
こ

どもでは

体
たい

重
じゅう

の約
やく

80％が水
すい

分
ぶん

といわれています。 

私
わたし

たちの 体
からだ

からは汗
あせ

などとして水
すい

分
ぶん

が出
で

ていきますが、体
からだ

の中
なか

の水
すい

分
ぶん

が少
すく

なくなると、

体
からだ

の調子
ちょうし

が悪
わる

くなり、ひどい場
ば

合
あい

には 命
いのち

が

危
き

険
けん

な 状
じょう

態
たい

になることもあります。 

私
わたし

たちは、水
みず

がないと生
い

きていくことがで

きません。 



地
ち

下
か

水
すい

とは、その名
な

のとおり、 私
わたし

たちの足
あし

もとの地
じ

面
めん

の下
した

にある水
みず

で、

井
い

戸
ど

水
みず

や湧
わ

き水
みず

などでしか、見
み

たり触
ふ

れたりすることができません。 

礫
れき

（大
おお

きさが 2mm以
い

上
じょう

の石
いし

）や砂
すな

などでできている安
あ

曇野
の

市
し

の地
ち

層
そう

は、

とても水
みず

を通しやすく、水
みず

をためる地
ち

質
しつ

となっています。雨
あめ

や雪
ゆき

が地
じ

面
めん

の下
した

にしみ込
こ

み、深
ふか

いところにある水
みず

を通しにくい岩
がん

盤
ばん

によってさえぎられる

ため、その上
うえ

の地
ち

層
そう

に地
ち

下
か

水
すい

としてたまります。 

その後
ご

、地
ち

下
か

水
すい

は礫
れき

と礫
れき

の 間
あいだ

や、岩
がん

石
せき

の割
わ

れ目
め

などをゆっくり流
なが

れてい

きます。 

地
じ

面
めん

の下
した

には、礫
れき

や砂
すな

などがいっぱいつまっていて、それらの 間
あいだ

に地
ち

下
か

水
すい

が入
はい

っています。 

地
ち

下
か

水
すい

で満
み

たされている地
ち

層
そう

を「帯
たい

水
すい

層
そう

」といいます。地
ち

上
じょう

から地
ち

層
そう

の

中
なか

に入
はい

っている管
くだ

は、地
ち

下
か

水
すい

をくみ上
あ

げるための井
い

戸
ど

です。 

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

には、約
やく

900本
ぽん

の井
い

戸
ど

があります。 

左の図で、
「涵養（かんよう）」と
は、地下に水をしみ込ま
せること、
「揚水（ようすい）」と
は、水をくみ上げること
です。



川
かわ

の水
みず

は高
たか

いところから低
ひく

いところに流
なが

れます。では、地
ち

下
か

水
すい

も 私
わたし

たち

の目
め

には見
み

えない地
ち

下
か

で流
なが

れているのでしょうか？ 

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

は、川
かわ

の水
みず

と同
おな

じように、基
き

本
ほん

的
てき

には高
たか

いところから低
ひく

いところに流
なが

れています。地
ち

下
か

水
すい

の流
なが

れは地
じ

面
めん

に近
ちか

いほど速
はや

く、深
ふか

いほどゆ

っくりです。 

地
ち

下
か

水
すい

は、 南
みなみ

は塩
しお

尻
じり

市
し

方
ほう

面
めん

から安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

方
ほう

面
めん

へ、北
きた

は大
おお

町
まち

市
し

方
ほう

面
めん

から安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

方
ほう

面
めん

へ流
なが

れ、松
まつ

本
もと

盆
ぼん

地
ち

の一
いち

番
ばん

低
ひく

い場
ば

所
しょ

である安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

の犀
さい

川
がわ

・高
たか

瀬
せ

川
がわ

・穂
ほ

高
たか

川
がわ

の合
ごう

流
りゅう

部
ぶ

で湧
ゆう

水
すい

となって湧
わ

き出
だ

します。 

海
うみ

の水
みず

が雲となり、雨
あめ

として地
じ

面
めん

にふり、川
かわ

を流
なが

れて、海
うみ

に戻
もど

る大
おお

きな水
みず

のめぐりを「水
みず

循
じゅん

環
かん

」とよびます。 



地
ち

表
ひょう

面
めん

から地
ち

下
か

水
すい

面
めん

までの深
ふか

さを「地
ち

下
か

水
すい

位
い

」といいます。 

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

では、昭
しょう

和
わ

60年
ねん

（1985）から

地
ち

下
か

水
すい

位
い

をはかって記
き

録
ろく

しています。 

市
し

街
がい

地
ち

にある井
い

戸
ど

は浅
あさ

いもので約
やく

10～

30m、深
ふか

いもので約
やく

300m です。 

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

では、「地
ち

下
か

水
すい

位
い

」「湧
ゆう

出
しゅつ

量
りょう

」の項
こう

目
もく

別
べつ

に場
ば

所
しょ

を定
さだ

めて、地
ち

下
か

水
すい

・

湧
ゆう

水
すい

を記
き

録
ろく

しています。 



自
じ

宅
たく

の庭
にわ

や学
がっ

校
こう

の校
こう

庭
てい

にふった雨
あめ

や雪
ゆき

は地
じ

面
めん

にしみ込
こ

み、地
ち

下
か

水
すい

になり

ます。また、庭
にわ

だけでなく、田
た

んぼに入
い

れる水
みず

や川
かわ

などからも水
みず

がしみ込
こ

ん

で地
ち

下
か

水
すい

になります。 

地
ち

下
か

水
すい

は高
たか

いほうから低
ひく

いほうへと流
なが

れていて、雨
あめ

のふらない日
ひ

が長
なが

く

続
つづ

いたり、田
た

んぼに水
みず

を入
い

れなくなったりすると、地
ち

下
か

水
すい

位
い

は下
さ

がっていき

ます。 

上
うえ

は豊
とよ

科
しな

南
みなみ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の観
かん

測
そく

井
い

戸
ど

のグラフです。4月
がつ

ごろには田
た

んぼに水
みず

が

入
はい

るため地
ち

下
か

水
すい

位
い

が上
あ

がり、8月
がつ

以
い

降
こう

は田
た

んぼの水
みず

がなくなるため地
ち

下
か

水
すい

位
い

が下
さ

がります。 



地
ち

下
か

水
すい

のくみ上
あ

げによっても、地
ち

下
か

水
すい

位
い

は下
さ

がります。 

たくさんの地
ち

下
か

水
すい

をくみ上
あ

げると、井
い

戸
ど

の水位は下
さ

がってしまいます。さ

らにくみ上
あ

げ続
つづ

けると、まわりの井
い

戸
ど

の水
すい

位
い

も下
さ

がり、湧
わ

き水
みず

も枯
か

れてしま

います。 

雨
あめ

や井
い

戸
ど

のくみ上
あ

げ以
い

外
がい

でも、地
ち

下
か

水
すい

位
い

は変
へん

化
か

します。 

森
しん

林
りん

など自
し

然
ぜん

が多
おお

く残
のこ

っているところでは、雨
あま

水
みず

が地
じ

面
めん

にしみ込
こ

んで地
ち

中
ちゅう

にたまりますが、ビルや家
いえ

がたちならび、地
じ

面
めん

がコンクリートやアスフ

ァルトでおおわれてしまうと、雨
あま

水
みず

はしみ込
こ

みにくくなります。 





地
ち

下
か

水
すい

は、よく「おいしい水
みず

」といわれますね。どうしてでしょうか？ 

地
ち

下
か

水
すい

は、一
いち

年
ねん

中
じゅう

、水
すい

温
おん

がほぼ同
おな

じで、水
すい

道
どう

水
すい

のように塩
えん

素
そ

で 消
しょう

毒
どく

する

ことがないので、一
いっ

般
ぱん

的
てき

には飲
の

むとおいしく感
かん

じます。地
ち

下
か

水
すい

は、地
ち

下
か

の地
ち

層
そう

を通
とお

ってくる 間
あいだ

に、いろいろな成
せい

分
ぶん

がとけ込
こ

むので、水
みず

にも味
あじ

がついて

きます。 

 

では、地
ち

下
か

水
すい

は飲
の

んでも安
あん

全
ぜん

なのでしょうか？ 

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

では、毎
まい

年
とし

、市
し

内
ない

の 28 か所
しょ

の井
い

戸
ど

で水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

をしています。こ

の 調
ちょう

査
さ

の結
けっ

果
か

をみると、安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

は、おおむね飲み水
みず

の基
き

準
じゅん

を満
み

たしているといえます。 

しかし、地
ち

下
か

水
すい

は地
ち

下
か

の地
ち

層
そう

を通
とお

ってきた水
みず

なので、水
すい

質
しつ

はいつも同
おな

じと

は限
かぎ

りません。特
とく

に、家
か

庭
てい

などで飲み水
みず

などに使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、安
あん

全
ぜん

性
せい

に気

をつけて、定
てい

期
き

的
てき

な水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

などを 心
こころ

がけましょう。 



地
ち

下
か

水
すい

は、 私
わたし

たちみんなの大
たい

切
せつ

な資
し

源
げん

です。 

▶ 水
みず

を出
だ

しっぱなしにせず、節
せっ

水
すい

に 心
こころ

がけて使
つか

いましょう。 

▶ 地
ち

下
か

水
すい

は汚
よご

れてしまうと飲
の

み水
みず

などには使
つか

えません。水
みず

が地
ち

下
か

にしみ

込
こ

むところ（庭
にわ

や川
かわ

、田
た

んぼなど）は汚
よご

さないように気
き

をつけましょう。

長
なが

い期
き

間
かん

で見
み

ると、市
し

内
ない

の地
ち

下
か

水
すい

位
い

は下
さ

がってきています。これは、気
き

象
しょう

の変
へん

化
か

、土
と

地
ち

の 形
かたち

や使
つか

い方
かた

の変
へん

化
か

、地
ち

下
か

水
すい

の使
つか

い方
かた

などが原
げん

因
いん

として 考
かんが

え

られます。 



この本
ほん

では、田
た

んぼや 畑
はたけ

から地
じ

面
めん

にしみ込
こ

んだ水
みず

が、やがて地
ち

下
か

水
すい

にな

ることを学
まな

びました。この仕
し

組
く

みを使
つか

って、安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

役
やく

所
しょ

は農
のう

家
か

の皆
みな

さんと

協
きょう

力
りょく

し、夏
なつ

に麦
むぎ

を刈
か

り取
と

ったあとの農
のう

地
ち

に 1 か月
げつ

間
かん

ほど水
みず

を入
い

れる 試
こころ

み

をしています。農
のう

地
ち

に水
みず

を入
い

れることで、麦
むぎ

畑
ばたけ

から雑
ざっ

草
そう

の種
たね

を取
と

り除
のぞ

くこ

とができ、さらに地
ち

下
か

水
すい

を増
ふ

やすこともできます。 

あづみの水
みず

結
ゆい

は、「水
みず

の輪
わ

」を広
ひろ

げる活
かつ

動
どう

です。 

市
し

の内
ない

外
がい

の個
こ

人
じん

や団
だん

体
たい

・企
き

業
ぎょう

が、さまざまな 形
かたち

で水を守
まも

る活
かつ

動
どう

や水
みず

の魅
み

力
りょく

の 情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

をしています。 


